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最近欧米で発表された甲殻類の系統・進化

学l乙関する論文や著書の中1<::， y幼生 (y-

larvae，あるいは naupliusy， cypris y)とし、

う動物がしばしば登場している(例えば，

Hessler 1982， Grygier 1983 b， 1984)。ま

た，どく最近出版された甲殻類の分類の教科

書 (F.R. Schram 1986)では， 5頁にわ

たってy幼生を詳しく紹介している。乙のy

幼生という動物，あまり聞き慣れない名前だ

が，実は前世紀末に大西洋のプランクトン中

から発見されたもので，大変古い歴史を持っ

ている。しかも，何人かの欧米の研究者の努

力にもかかわらず未だにその親が分からない

という，謎の動物である。一方，日本はプラ

ンクトンの研究では世界でも屈指の先進国で

あるが，なぜか乙れまでy幼生について注目

する人がいなかったらしく，筆者ら(lto & 
Ohtsuka)が1984年に田辺湾からその 1種

を初めて報告するより前lζ，日本でy幼生の

記述をしていたという文献は見当たらない。

ととろが筆者の最近の研究結果では， y幼生

は沿岸プランクトンとしてごく普通にいるも

のであり，また室内で発育させる試みもかな

り成功して，いろいろな事実が分かるように

なってきた。乙の小文では， 乙乙数年の聞に

明らかになった最新の情報を交えながら，ま

だ日本では馴染みのないこのy幼生を紹介し

てみたい。

y幼生という乙の一風変った名前，実は昔

のプランクトン学者として有名なハンセン氏

(H. J. Hansen)の命名によっている。彼は

1899年1<::，大西洋のプランクトン中に出現

するいろいろな甲殻類幼生に関する論文を発

表しているが，その中で同定できない幼生に，

α， (3， r，とか X，y. といった記号を付け

て区別した。それらの大部分は，ある種の榛

脚類の幼生であったり蔓脚類の幼生である乙

とが後に分るが， yの記号を付けられた幼生

(原文では Larvenvom Typus y，つまり y

〔イプシロン〕型幼生)の正体だけがはっき

りしなかった。それが今回紹介する y幼生で

ある。

ハンセン氏がy幼生としたものはいくつか

のノープリウス期であり，西インド諸島，南

大西洋，及びドイツのキーlレ湾で得られた標

本に基づいている。後でまた述べるが，乙れ

らの y幼生は，一般的にはフジツボ，カメ

ノテなど蔓脚類のノープリウス幼生に似てい

るが，いくつかの点で当時知られていた蔓脚

類の幼生とは明らかに違っていた。特に，そ

の背面にある顕著な網目状の彫刻は，他lと全

く例のないものであった。そ乙でハンセン氏

は， y幼生はプロテオレパスの幼生ではない

かと考えた。乙のプロテオレパスというのは，

かのチャールズ・ダーウィン(Darwin1854) 

が西インド諸島で発見した小さな甲殻類で，

エボシガイ類の 1種に寄生していた。学名を

Proteolepαs biuinctaと言い， 乙の 1種だけ

で蔓脚類の中の無脚類 (Apoda)を構成する

とされていた。プロテオレパスは発生が全く

分らず，またダーウィン以後 1度も発見され

ず，謎の動物であった。乙のプロテオレパス
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とy幼生を結付けるはっきりした根拠は何も

なかったが，ハンセン氏の想像に従って， y 

幼生はプロテオレパスの幼生として時々文献

上に現われる乙とになった。例えば，アドリ

ア海で乙のノープリウス幼生を発見したスト

イアー (Steuer1905)は，それに Proteole-

pas hanseniという学名を与え，新種として

発表している。しかし， y幼生をプロテオレ

パスだとする乙とへの疑問は当然存在し， 乙

の属名を使わずに『ハンセン氏の y幼生』

(Hansen's y larva)とし、った表現をする人

もいた(例えば McMurrich1917)。ところ

が最近，ダーウィンが報告したプロテオレパ

スは蔓脚類ではなく等脚類の誤りだった乙と

が明らかになり (Bocquet-Vedrine1972)， 

無脚類もプロテオレパスという属名も消滅し

てしまった。また，等脚類はノープリウス幼

生を決して出さないので， y幼生が等脚類で

あるプロテオレパスの幼生であるという可能

性は，完全に無くなってしまった。

と乙ろでy幼生の研究で画期的な出来事と

なったのは， ノープリウス期に続く発育期の

発見である。それはデンマークのブレシアニ

氏 (Bresciani1965)がプランクトンの中か

ら発見したわずか1個体の標本で，彼はそれ

をキプリス幼生 (cyprislarva)として報告

した (cyprisを英語ではサイプリスと読む

が，日本語の用語としてはキプリスが通用し

ているので，以後乙れに従う)。キプリス幼

生とは，本来蔓脚類のノープリウス幼生に続

く発育期を指し， 2枚の殻に包まれた体を持

つものである。ブレシアー氏が彼の標本をキ

プリス幼生だとしたのは.それが2枚Iζ分れ

た殻を持っと見たためであるが，それは誤り

で，実は 1枚の殻(正確には背甲)しか持っ

ていない。それはともかく，彼が発見した 1

個体のキプリス幼生は体表に顕著な彫刻を備

え， ノープリウス期である y幼生の特徴的な

彫刻との関連を伺わせるに十分なものであっ

た。また， 乙のキプリス幼生とハンセン氏の

y幼生を結付ける根拠は， もう一つあった。

それは，古くカナダでy幼生の中に次の発育

期の体が準備されている個体が発見されてお

り (McMurrich 1917)，それと似ていた事

である。ブレシアニ氏の想像が正しかったこ

とは，筆者が1984年に室内で幼生の変態過

程を追跡する乙とに初めて成功し，完全に証

明された(lto 1984 b)。ブレシアニ氏が発

見したのと同様のキプリス幼生は西インド諸

島でも発見されており，プランクトン中から

得られた4個体に基づいた詳しい記載が，ノ

ルウェーのシュラム氏 (T.A. Schram 1970) 

によってなされている。シュラム氏は，いわ

ゆる蔓脚類のキプリス期から区別するために，

それを cypnsyと呼んだ。筆者は彼の表現

Iζ従って， 乙の動物のノープリウス期を『ノー

プリウス yJ，それに続く発育期を『キプリ

スyJと呼んでいる(伊藤 1986)。名前はと

もかく，キプリス yの発育期によってy幼生

は再び甲殻類研究者の間で注目されるように

なり，最初lζ述べたように，現在いろいろ議

論されているのである。分類としては無脚類

もプロテオレパスも消えてしまったので，そ

れに代わるものとしてファケトテクタ (Face-

totecta)という名称が上目として Grygier

(1985)によって提出され，また属としては

筆者がハンセノカリス (Hansenocaris)を

日本産の種に基づいて創設した(ltδ1985)。

ノープリウス yは， 0.2mmから 0.5mm

ぐらいの体長で，円盤状や洋梨状の形をして

いる乙とが多い。第 1図に筆者が田辺湾から

報告した3種のノープリウス yを示しである

が， とれは田辺湾にいるノープリウス yのほ

んの一部にすぎない。しかし，いずれも背面

に特徴的な彫刻を備えており，乙れによって

他の甲殻類のノープリウス幼生とは簡単に区

別がつく。彫刻を無視すれば蔓脚類のノープ

リウス幼生にかなり似ているが，蔓脚類の場

合は前側突起と呼ばれる対を成した突起があ

るのにノープリウス yICはそれがないので，
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第1図 田辺湾で発見された3種のノープリウス y.上段は同じ個体の背面，側面，腹面を示す.
(lto 1986による)

乙の点でも明らかに違う。付属肢は第 1触角，

第2触角，大顎，の 3対のみで，第2触角と

大顎は基本的には同じ構造をしている(第 1

図を参照〉。 ζれまで筆者が観察した限りで

は(例えば Ito 1984 a). y幼生のノープリ

ウス期は全て5期で，その聞に第2触角と大

顎は全く形を変えない、ただ第 1触角だけは

刺毛数の増加による形態の変化があるので，

乙の点と体表の彫刻の状態を知ることによっ

て，各発育期を識別する乙とが可能である。

fi4 

ノープリウス yには，餌をとる種類と.f耳

をとらずに卵黄栄養だけで発育する種類があ

り，後者では脱皮をしても体が大きくならな

い例が多い。また卵黄栄養で成長する種では

脱皮間隔が極端に短い乙とがあり. 1日iζ3

回も脱皮した例すらある。ただし，そのよう

な場合でも第5期はやや長く，次のキプリス

期になるまで数日を要する。種類によって違

うが，第 1ノープリウス期からキプリス期に

なるまでの日数は，大体 1週間から 10日で



ある。

一方，キプリス yの体はノープリウス yよ

り複雑な構造になっており，第2図に示した

ような形で代表される。乙れらは田辺湾で得

られたもので，いずれもすでに報告されてい

る(Itδ&Ohtsuka 1984， Ito 1984 a， 1985)。

乙のほか， もう 1種が現在印刷中の論文で発

表される予定になっており(1to， in press)， 

第 2図 田辺湾で発見された3種のキプリス y 左より，H，αnsenocaris pαcifica Ito 
H. rostratαItd， H.αcutifrons Ito. (Ito & Ohtsuka 1984， Itd 1984 a， 
Ito 1985による)

さらに野外で採集されて未報告のものや室内

でノープリウスから変態させて得られたもの

も含めると，田辺湾iと産するキプリス yは10

種を越している。図に示した種類の体長は大

体 0.35mmから 0.37mmの範囲だが，未

報告の種類では， もっと大きなものや小さな

ものがある。行動は活発で，素早く泳ぐこと

ができる。また，時々腹部を強く前方に折曲

げる行動を示し，乙れを bending beha vior 

と呼んでいる(lto 1984 a)。その 1例を第

3図に示しであるが，腹部は背甲の中に隠れ，

フジツボのキプリス幼生か貝虫類のように見

える。

キプリス yの体は，彫刻を備えた 1枚の大

きな背甲.目立つ 1対の複眼と 1個の小さな

ノープリウス眼，爪を備えた第 1触角 6対

の2文型遊泳肢， 3個の短い体節と 1個の大

きな体節からなる腹部，そして末端の文肢，

第3図 bending behaviorを示すキプリス y.

などで基本的には特徴づけられる。ただし

現在印刷中の論文にある種類では腹部の体節

が2節しかなく.また未発表のある種では複

眼がなく，代わりに良く発達した 1個のノー

プリウス眼を持つ。キプリス yの頭部には，

第2触角と大顎，及び他の口器に相当する付

属肢がなく，ただ数本の腕を備えた大きな突

起 (oralconeと呼ぶ)が第1触角の後ろに

あるだけである。乙れはノープリウス期の上

唇が変形して出来たものである乙とが.脱皮

に
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発表するまで知られていなかったものだが，

少なくとも筆者が調べたキプリス yでは例外

なく存在した。しかも，複眼を持たない未報

告のキプリス yでも，あるべき位置に立派な

2文型突起を備えていた。実はy幼生の正体

を考える上で， 乙の複眼付属2文型突起は非

常lζ重要な意味を持ち，嚢胸類で『第2触角』

だと言われてきたものと同じである乙とが指

摘されている(詳細は，伊藤 1986を参照)。

嚢胸類というのは.主として練皮動物や腔腸動

物に寄生する甲殻類で，以前は蔓脚類の中の

1群とされていたものであるが，キプリス y

を最初に報告したブレシアニ氏(前出)がy

幼生の正体として最も可能性の高いものとし

て考えていた動物群である。

現在， y幼生と嚢胸類を結付ける考えに反対

する人もいるが(例えば Grygier1984)，筆

者lζは，両者の共通性は非常Iζ強いように思

える。特lζ，最初両者を区別する大きな差だ

と考えていたいくつかの形質が次々と崩れて

いくのを見ていると，益々その感じが強くな

る。例えば，護胸類lζは複眼が無くてキプリ

スyIとは複眼がある，というのが一つの大き

な違いであったが，たった2例だが嚢

胸類のキプリス期で=複眼を持つものが

発見されており (Grygier1983 ; Hal-

lberg et al. 1985)，また逆lζ，前iζ

述べたように未報告のキプリス yでは

複眼を持たないものが発見されている。

つまり，複眼の有無は，両者を分ける

決定的な差ではなくなってきた。また，

キプリス yの複眼付属 2文型突起は裳

胸類の『第2触角』とされていたもの

と比べるとかなり小さく，それらが同

じものだとしても一応大きさの点では

違っていた。しかし，現在印刷中のキ

プリス yは，非常に良く発達した複眼

付属2文型突起を持っている。同様の

大きな 2文型突起は別の未報告のキプ

リス yでも発見されており， 乙の大き

直前の個体の観察から確認されている(未発

表)。さらにキプリス yの形態的特徴として

は，複眼の後ろから出る細い糸の東のような

構造物が注目に値する(第4図参照)。乙れ

を筆者は， postocular filamentary tuft (lto 

1985)，または糸状突起束(伊藤 1986)と

呼んでいる。最初，糸状突起束は種類によっ

て有ったり無かったりするものかと思ってい

たが(lto 1985)，むしろキプリス期になっ

てからの時聞に関係していて，キプリス期へ

の脱皮をした直後にはほとんどの種類で存在

し，またノープリウス期の第2触角と大顎の

痕跡に関係している乙とが現在では分ってい

る(未発表)。雌雄については乙れまで全く

分らなかったが.未発表の 1種で第 1腹節iζ

交尾器を持つ例を発見したので，雌雄を識別

できる可能性が出てきた。

と乙ろでキプリス yの複眼の内側には，前

後』ζ分岐した比較的柔かい突起が出ている

(第4図)。乙れを筆者は， bifurcate parao・

cular proωss (Itδ1985)，又は複眼付属2文

型突起(伊藤 1986)と呼んでいる。乙の 2

文型突起の存在は，筆者が1985年に初めて

巨
匠
目
。
。

H.αcutifronsの頭部腹面.右は解剖し
たもので，複眼付属2叉型突起と糸状突
起束が見える.(ltd 1985による)
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さの違いも根本的な差にはならない。今もっ

て重ならない決定的部分は，嚢胸類が2枚lζ

分れた背甲を持ちキプリス yが1枚の背甲を

持つ，という点だけのように思える。乙の問

題は，最終的lとはキプリス yを成体まで育て

るか嚢胸類の中から y幼生を出す種類を発見

するかしなければ結論は出ないが，筆者には

今，両者は限り無く互いに近付きつつあるよ

うに思える。

数年前まではy幼生は極めて珍しい動物だ

と考えられていたが，少なくとも田辺湾では

害IJと普通にいるものであった。現在，田辺湾

は世界で最も多くのy幼生が発見されている

場所であり，外国にいる乙の類の研究者にとっ

ては非常に魅力的な所であるに違いない。し

かも， ノープリウス yの発育の速さを考えれ

ば y幼生が非常に遠くから流れて来るとい

う可能性はあまり高くないο むしろ，そう遠

くない所lζ親がいる，と考える方が妥当であ

ろう。近い将来， y幼生を出す動物が田辺湾

付近から発見され， y幼生の正体が完全に解

明される日が来るかも知れなし、。
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